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時実 象一

デジタルアーカイブ
における DOI などの
永続的識別子の利用
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デジタルアーカイブ公開の懸念

• オープン公開が期待されている

– PD, CC0, CC BY など

• オープンにすると *
1. 利用状況がわからなくなる

2. 不適切な利用が発生する恐れ **

*「デジタル知識基盤におけるパブリックドメイン資料の利用条件
をめぐって」. 2020/1/17, 東京

** 「これはどんな手段を取っても防げない」. 田良島哲 (公開セミ
ナ 「ミュージアムとジャパンサーチ―その可能性と課題―」. 
2020/2/20)
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利用状況把握と永続的識別子

• 永続的識別子 (Persistent Identifier: PID)
– コミュニティで維持され、永続性 (変更されな
い、消滅しない) が保証されている

• デジタルコンテンツに永続的識別子 (たと
えば DOI) を付与すると利用状況が追跡で
きるのではないか
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永続的識別子

• PIDapalooza
– PID の付与・維持・活用に関する国際会議

– CDL, Crossref, DataCite, ORCID が主催

– 2016年よりほぼ毎年開催

• 2016/11/9-10. Reykjavik, Iceland
• 2018/1/23-24. Girona, Spain
• 2019/1/23-24. Dublin, Ireland
• 2020/1/29-30. Lisbon, Portugal
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永続的識別子の例

• DOI (Digital Object Identifier)
– 学術論文、データ、その他

• ORCID
– 研究者

• ROR (Research Organization Registry)
– 研究機関

• ISNI
– 人物、機関

• ISSN
• ISBN
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学術情報における DOI
• 学術論文では DOI の利用が標準になって
いる

• 学術データでも DOI が使われるように
なってきた

• SNS でも DOI の利用が進んでいる
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追跡ツールとしての DOI
• 学術論文での参照
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追跡ツールとしての DOI
• SNS での参照
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わが国の例

• 書籍等

– 国立国会図書館デジタルコレクション

– 国文学研究資料館「新日本古典籍総合データ
ベース」

– 研究でのデジタルコンテンツの参照・引用が
追跡できるようになった

• 美術品、写真等の例はないと思われる
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機関固有の ID ではいけないか

• 機関の ID はしばしばシステム上のアドレス

– システムが更新されると変更される恐れ

• 所蔵品の ID であっても、

– 目録システムの更新により付け替えられること
がある

• 永続的識別子 (PID) はコミュニティが維持・
管理

– 永続性が担保

– 特定のアーカイブ機関に依存しない

– DOI なら Crossref, JaLC など
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動向

• 第3回CODHセミナー「人文学でのDOI活
用 〜研究データや所蔵品など研究資源へ
のDOI付与〜」(2017/5/30)
– http://codh.rois.ac.jp/seminar/doi-for-humanities-data-20170530/

– DOI概論―研究基盤のオープン化に向けたID
の活用北本 朝展（CODH/NII）

– 人文学を検証可能に―DOIへの取り組み・国
文研 山本 和明（国文学研究資料館）

– Re*poNからみたJAIRO Cloudの可能性 林
正治（国立情報学研究所）

– 歴史的モノ資料をどのようにデジタルで認識
するか後藤 真（国立歴史民俗博物館）
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英国の試み

• UKRI (UK Research and Innovation) 
– 国内の芸術品コレクションの統合ポータルの
開発プログラムを開始

– この中でPIDの利用について検討

• https://doi.org/10.5281/zenodo.3630809

• 参加機関
• British Library
• Royal Botanic Gardens Edinburgh
• National Gallery, London
• University of Glasgow
• Natural History Museum, London
• Science Museum Group
• Victoria & Albert Museum, London
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どのレベルに DOI を付けるか

• まず「表現」につけることからはじめよう

– オブジェクトへのリンクはメタデータ

– 「表現」の更新 (同一管理者による再撮影な
ど) は認める (版) が主要な変更 (偏光撮影な
ど) は新しい DOI

• オブジェクトは分野によって扱いが多様・
複雑で DOI 付与には議論が必要

– 後藤真. https://doi.org/10.20676/00000012
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どのレベルに ID を付与すべきか

オブジェクト

写真 動画 3D

撮影 01 撮影 02 撮影 03

写真 02
Format A

写真 02
Format B

写真 02
Format C
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まとめ

• デジタルアーカイブのコンテンツに識別子
が必要な時期が来た

• あまり厳密に考えていたら進めない

– とりあえず永続性のある識別子 (DOI) を「表
現」に付与するところから


